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１．主旨
　設備管理において腐食防食技術が占める領域が広く、かつ、60%程度は既
存の防食技術で解決できると言われている．一方、腐食に関わる保全コストお
よび設備リスクは低下していないのが実情である。そのための腐食防食技術
の活用には、法規制、設備上のリスク管理を含めた設備管理システム全体を
考える必要がある．そこで広い視野で阻害要因を整理し、対策を講ずる．

２．構成メンバー
　委員長　松田（三井化学）

　岩ヶ谷（ハネウェルジャパン）、木原（ベストマテリア）、酒井（早稲田大学）、

　木原（ベストマテリア）、竹富（元経済産業省）、長尾（東京海上）、宮澤（三菱
化学）、山本（腐食センター）

３．活動内容の紹介
　H25年度初旬より活動を開始し、2回の会合を持った．


